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留学生見学旅行報告

大学院教育学研究科・教育学部

秋の留学生見学旅行は本研究科の恒例行事。この旅行
を楽しみにして、毎年のように参加する留学生も多いと
聞く。今年度は、前日の嵐がうそのように晴れ渡った10

月25日（水）秩父への日帰りバス旅行を行った。参加者
は42名であった。
昼前に荒川村のそば打ち道場に到着。数人のグループ

に分かれ、ボランティアの方の指導を受けてそば打ちに
挑戦。苦労してこねたそば粉を薄く伸ばしてたたみ、精
神を集中して包丁で細く細く切る。自分たちで作ったゆ
で立てのそばの味は格別であった。

秩父神社を参拝した後、地元の造り酒屋・武甲酒造を
見学。酒造りへの情熱が伝わる社長さんの説明をうかが
った後、そこで作られているいろいろな種類の酒の利き

酒をさせてもらった。

最後は長瀞の川下りを楽しむ。前日の雨で増水してお
り、通常の所要時間30分のところを半分の15分で流れ下
るという、スリル満点の川下りであった。

盛りだくさんのプログラムで、赤門前に到着したのは
19時近かった。留学生同士が研究室を越えて交流する上
でも、また留学生が日本の生活文化に触れる上でも、意
義のある一日であったように思う。

今年度、教育学研究科で学校教育高度化専攻が新設さ
れたのに伴って、中野区にある附属中等教育学校で、昨
年11月27日、大学院生と教員との打ち合わせが初めて開
かれた。この日、全附属教員と大学院生が実験実習室１
で顔合わせを行った後、各教科に分かれて打ち合わせが
行われた。教員と大学院生は初めて顔を合わせるケース

そば打ちに挑戦

川下り

秩父神社の前で

学校高度化専攻のための教員と大学
院生との打ち合わせ、附属学校で実
施

大学院教育学研究科・教育学部
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がほとんど。教員たちは、各大学院生の取り組んでいる
テーマと、附属学校で具体的に何がやりたいかを聞い
た。
これまで学部生の教育実習を受け入れてきた附属学校

が、来年度から高度化専攻の実地研究の場になる。今回
の打ち合わせ会は附属学校にとって新しいステップと言
えるだろう。
この打ち合わせ会に参加した社会科の大学院生の一人

は、「附属学校の先生方は、授業をオープンにすること
を前向きにとらえており、カリキュラム開発や教材研究
の相談にも積極的に対応してくださる。比較的長い時間
をかけて実地研究ができるのも、貴重な経験になるので
感謝している」と述べた。
また、このプログラムを推進している佐藤学前教育学

部長は、「附属学校が、トップレベルの教師教育に、大
学と合同で着手したのは画期的なこと。院生達の今後の
頑張りが楽しみ」と話した。
現在、附属学校には毎日のように大学院生が訪れ、授

業見学を行ったり教員と話し合ったりしている。来年度
からの彼らの活躍に注目したい。

12月２日（土）、第10回理学部公開講演会が本郷キャ
ンパス安田講堂にて開催された。今回はテーマを「時間
の科学」とし、時間をキーワードに理学系研究科で行わ
れている研究を紹介する企画とした。これまで秋の講演
会は金曜日の夕方に開催してきたが、今回はじめて土曜
日の昼の時間帯で行った。これまでを大きく上回る600

名近い聴衆に来場いただき、一般向けの講演会としては
大成功だったといえるだろう。
まず地球惑星科学専攻の横山祐典講師による「地球環

境変動と年代測定」、続いて生物科学専攻の武田洋幸教
授による「動物のからだを刻む分節時計」の２講演が行
われた。最後に、第10回記念特別講演として、海部宣男
国立天文台名誉教授に「ひろがる太陽系：惑星の新しい
定義をめぐって」と題して、最近話題となった惑星定義
の問題についてお話しいただいた。異なる分野からの講
演であったが、いずれも平易でわかりやすい内容で、基
礎科学の多様性と面白さを十分に伝えることができたの
ではないかと思う。
今回の講演会では、土曜開催にしたこと、記念講演を

設けたことなどいくつかの新しい試みがあったが、もう
ひとつの目玉として設定したのが、講演会終了後の講師
との「歓談の時間」であった。講演終了後希望する参加
者に残ってもらい、講演中の短い質疑時間では解消され
なかった質問や日頃の疑問などを直接講師にぶつけても

らおうという企画である。中高生から年配の方まで多く
の人たちが残って各講師を取り囲み、双方向のコミュニ
ケーションをとれるめったにない機会を楽しんでいたよ
うだ。コーヒーやお菓子も用意され、和やかな雰囲気で
終了時間も忘れて会話に花が咲いていた。
当日は天候にも恵まれ、予想をはるかに上回る聴衆に

来場いただいた。とくに社会人の参加が多かったが、今
後の課題としてはより若い層の人たちにも発信していけ
るような工夫も必要かと思われる。最後に、企画と準備、
実行に携わった学生および職員の方々に、この場を借り
て感謝の意を表したい。

横山祐典講師（地球惑星科学専攻）の講演の様子

武田洋幸教授（生物科学専攻）の講演に聞き入る聴衆

第10回理学部公開講演会
「時間の科学」開催される

大学院理学系研究科・理学部
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12月11日（月）農学部弥生講堂において、生物生産工
学研究センターシンポジウムが210人の参加者を迎え、
盛会のうちに終了した。
本センターは、微生物、植物の有用機能を解析・増強

するバイオテクノロジー研究を強力に推進し、その成果
を環境修復、不良環境地域での作物生産、省エネルギ
ー・環境低負荷型食糧生産に関連する技術開発に応用す
ることを目的としていることから、今年のテーマは「微
生物力を活用したものつくりに向けて」に設定した。発
酵法によるグルタミン酸生産の発明以来50年を迎えて、
微生物を利用したものつくりの新展開について大学と企
業の研究者が産学連携を意識し討論を行った。
本センターの葛山智久助教授は、放線菌由来の新規酵

素を利用した有用プレニル化化合物ライブラリー構築に
ついて、本学農学生命科学研究科の大西康夫助教授は、
放線菌による耐熱性ポリマー原料の合成について発表し
た。（株）海洋バイオテクノロジー研究所の三沢典彦主
幹研究員は、分子進化工学技術によって機能向上させた
酵素による難化学合成化合物ライブラリーの構築につい
て、メルシャン（株）の有澤章主任研究員は、微生物由
来の水酸基導入酵素を利用した有用物質の探索・開発・
製造について、それぞれの企業における取り組みを紹介
した。本センターの西山真教授は、リジン発酵の鍵酵素
アスパラギン酸キナーゼの活性調節機構を酵素の立体構
造から解析した発表を行った。京都大学の阪井康能教授
は、メタノール資化性酵母を用いた活性型有用タンパク
質生産のための戦略とその背景にある基礎科学について
講演し、北海道大学の横田篤教授は、バイオプロセスに
よる有用物質生産のためのエネルギー代謝の改変の重要
性について、信州大学の池田正人教授は、アミノ酸発酵
改善のための酸素要求性の改変について講演を行った。

2007年は国際シンポジウムとして開催される予定であ
る。

12月13日（水）、国立劇場で開かれている文楽鑑賞教
室に参加した。留学生旅行ではどちらかと言うと留学生
相互の交流・懇親が重点になるのに対して、今回の文楽
鑑賞教室は、文楽という日本のユニークな芸術に留学生
も触れてもらおうと企画された。参加者は、教職員も含
めて29名であった。
サッと緞帳が下りると、「八百屋お七」のクライマッ

クスの「火の見櫓の段」という息を飲むような場面をさ
わりとして見た後、実際の演者による義太夫節、人形使
い、三味線の解説を聞いた。文楽が物語と音楽とお芝居
が融合した総合芸術であることがよく分る。それぞれ楽
しく貴重なお話だったが、特に、人形に人間と見紛うば
かりのしぐさや表情を与えるテクニックの実演と解説に
は、留学生たちも興味津々の様子であった。休憩の後、
「恋女房染分手綱」の「道中双六の段」と「重の井子別
れの段」―これはかなり長く70分―を見てお開きとなっ
た。
義太夫節の内容は、字幕は出るものの、そのままでは

日本人でも理解できない部分の方が多いくらいである。
留学生にとってはますます理解困難だったと思われる
が、理解以前に、目で見たり耳で聞いたりして感じ取れ
るというのも芸術の持つ一面である。「面白かった」「驚
いた」という感想も聞かれた。普段、学問研究や日常生
活で見知っているのとはまた違った日本文化の一面を知
る機会になったのではないかと思う。

国立劇場にて

シンポジウムの様子

シンポジウム「微生物力を活用した
ものつくりに向けて」開催される

生物生産工学研究センター

文楽鑑賞教室報告

大学院教育学研究科・教育学部
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12月21日（木）11時30分より、理学部１号館の正面玄
関前において、山川健次郎元東京帝国大学総長の胸像贈
呈式が行われた。式は、胸像を寄贈してくださった福田
宏明氏（山川元総長の曾孫）ご夫妻、服部艶子氏（山川
元総長の孫）、佐藤慎一理事・副学長、岩澤康裕理学系
研究科長、副研究科長および物理学専攻長など関係者出
席のもと、寄贈者の福田氏および服部氏より研究科長に
胸像が手渡され、理学部１号館前の植え込みに作られた
台座に設置した。
山川健次郎元総長（1854～1931年）は、東京帝国大学

理科大学校（現在の東京大学理学部）で日本人初の物理
学教授となられた、理学系研究科にたいへんゆかりの深
い方で、その縁で今回の設置場所となったものである。
昨年５月に福田氏および三木教子氏（山川元総長の孫）
より、山川先生ゆかりの文書や写真など24点と、先生の
物理学の教科書の原稿など７点の寄贈を受けたが、今回
の贈呈式はそのうち胸像を設置するにあたり行われたも
のである。
山川先生は1881年、日本人として初めて物理学の教授

に着任され、以後、東京帝国大学総長を２度（1901年～
1905年、1913年～1920年）務められた。先生はイエール
大学の卒業であるが、そのホームページ１）によれば、日
本において最初のＸ線研究を行っている。在職期間に、
田中舘愛橘、長岡半太郎、寺田寅彦はじめ日本の物理学
の基礎を作った方々を本理学部より輩出している。山川
先生は会津の出身で、少年時代には白虎隊にも属してい
た。後に九州帝国大学、京都帝国大学の総長も務められ
た（詳しくは文献２）寄贈された文書のなかには、田中舘
愛橘，長岡半太郎、菊池大麓からの書簡などあり、歴史
的にきわめて興味深い。1890年ころに撮影された数学、
物理、天文の教授など、帝国大学理科大学の教員の集合
写真も貴重な資料である。教科書原稿も当時、物理学が
どのように教えられていたかを知る上で大変興味深い。
いただいた資料は、物理学専攻で保存することになった。
寄贈いただいた福田宏明氏、三木教子氏に深く感謝した
い。

１）http://yale.edu/opa/intl/japan/docs/history.html

２）星亮一：「山川健次郎伝－白虎隊士から帝大総長へ」
平凡社、2003年

大学院農学生命科学研究科附属家畜病院は、１月１日
（月）をもって、同研究科附属動物医療センターに改称
された。
獣医学教育は、明治７年４月の内務省農事修学場の創

設以来、農学の基本としてその近代教育が開始された。
市民に開かれた家畜病院は明治13年11月の開設であり、
その歴史は古い。明治15年５月の駒場農学校への改称、
明治19年７月における東京農林学校への改称、昭和10年
７月、東京帝国大学農学部が本郷区向ヶ丘弥生町への移
転等を通して、家畜病院は常に獣医学教育の中心として
貢献してきた。
戦後、農学部３号館内の一室で細々と診療が行われ、

昭和27年と同40年に平屋建て病院施設が建てられた。平
成３年４月に現在の場所に家畜病院が建設され、その時
点で、建物名称としてベテリナリーメディカルセンター
を使用したが、公式には家畜病院という名称が用いられ、
現在に至った。
今回名称変更した理由の一つは、「家畜」という名称

が一般には牛、ブタ、羊などの畜産動物などを意味し、
犬、猫などいわゆる愛玩動物の名称にはそぐわない、と
するイメージがあることである。本センターには年間の
べ１万５千頭以上の動物症例が来院するが、その飼い主
にとって、家畜、という名称には抵抗がある。また、こ
こで診療を行う若手獣医師にとっても、家畜という名称
に違和感を持つものも少なくない。
一方、本センターでは動物の診療に加え、様々な研究

も実施されている。特に最近は医学等の分野との共同研
究が活発に行われており、獣医学だけでなく、医学の発
展にも寄与している。これらは、高度獣医療を実施でき
る本センターの施設・設備と獣医学の知識・技術をもと

山川健次郎元総長の胸像と福田宏明氏（左手前）、
服部艶子氏および岩澤康裕研究科長

日本人初の物理学教授・山川健次郎
元東京帝国大学総長の胸像贈呈式が
行われる

大学院理学系研究科・理学部

家畜病院を動物医療センターへ改称

大学院農学生命科学研究科・農学部



10 No.1351   2007. 1. 31

食べながら、各国の新年の過ごし方について話し合う場
面も見られ、日本の伝統的な正月を紹介するだけではな
い文化的な交流が行われていた。
三鷹国際学生宿舎には、宿舎生の３割、約180名の留

学生が入居しており、院生会や宿舎生会を中心に、日本
人学生と留学生との交流活動が続けられている。

白熱した歌留多の様子

おっかなびっくりのもちつき体験

ずらりと揃った参加者の書初め

に行われているものである。今後とも、このような活動
は本センターの重要な活動であり、マウス、ラットより
大きな動物を用いる、本学における研究センターとして
の役割も果たしたいと考えている。そのため、現在、人
員、施設の充実を図る努力を行っている段階にある。そ
の際にも「家畜病院」という名称より、より広い内容を
意味する「動物医療センター」が適当と考えられる。

１月７日（日）、三鷹国際学生宿舎内共用棟ホールに
おいて、院生会（留学生の生活をサポートするための大
学院学生による組織）主催、宿舎生会（宿舎に居住する
全学生を構成員とする組織）の協力による新年会が行わ
れた。
この催しは、同宿舎に入居している留学生に、日本の

伝統的な正月の過ごし方を紹介することを通じた、日本
人学生と留学生との交流を目的としている。会場には、
羽子板、独楽、歌留多などの日本の伝統的な遊びや書初
め、もちつきなどのコーナーが用意され、日本人学生約
20名、留学生約30人の参加者が日本の正月を満喫した。
書初めコーナーは、各留学生が自分の母国語で一筆し、
各国の特色が出たオリジナルの作品を互いに紹介し合う
など非常に盛況であった。
いろは歌留多は、百人一首などに比べ日本語がそれほ

ど堪能でなくともとっつきやすいため、日本人学生、留
学生両方において、学生同士の白熱したバトルが繰り広
げられた。
小型の臼と杵を使ったもちつきのコーナーでは、規模

こそ小さいながらも、参加者は自分でついたつきたての
もちや雑煮を堪能していた。
また、設置されたこたつでみかんやちらし寿司などを

三鷹国際学生宿舎で「新年会」
開催される

大学院総合文化研究科・教養学部

佐々木伸雄センター長（左から２番目）と
會田勝美研究科長（右から２番目）
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［東京大学創立130周年記念行事］公開シンポジウム

「知の構造化と図書館・博物館・美術館・文書館

－連携に果たす大学の役割」

資料の収集、保存、組織化、展示・提供という共通の
要素をもつ図書館、博物館・美術館、文書館。知の組織
化の手法から制度的問題までを議論します。

［プログラム］

日時：２月17日（土）13：00～17：00

会場：弥生キャンパス弥生講堂（一条ホール）

司会：

吉見　俊哉（情報学環）

発表：

早乙女　雅博（人文社会系研究科）
「高句麗古墳壁画の模写資料」

馬場　章（情報学環）
「文化資源統合デジタルアーカイブの試み」

石川　徹也（史料編纂所）
「学術活動成果の集積としての知識データベース」

コメント：

木下　直之（人文社会系研究科）
博物館学の立場から

佐藤　健二（人文社会系研究科）
文化資源学の立場から

公開シンポジウム開催のお知らせ

大学院教育学研究科・教育学部、大学院人文社会系研究

科・文学部、大学院情報学環・学際情報学府
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根本　彰（教育学研究科）
図書館情報学の立場から

詳細については、下記ホームページを参照。
http://panflute.p.u-tokyo.ac.jp/

申し込み方法：

参加希望の方は、事前に電話か電子メールで、「氏
名」・「所属機関」を下記の申し込み先までご連絡くだ
さい。

申し込み・問い合わせ先：

大学院教育学研究科・生涯学習基盤経営コース事務室
TEL：03-5841-3976

E-mail：shogai@p.u-tokyo.ac.jp 

文部科学省　科学研究費補助金　特定領域研究

平成18年度公開班会議

「幹細胞の可塑性と未分化性維持機構」

開催日時：２月19日（月）13：00～18：00

20日（火）９：00～17：40

場所：医科学研究所　１号館講堂
プログラム：

SESSION１　幹細胞の未分化性維持機構
SESSION２　細胞の初期化の機構
SESSION３　幹細胞の多様性と可塑性
Cutting Edge Lecture１
精子幹細胞の機能とその技術開発
篠原　美都
（京都大学・大学院医学研究科・先端領域融合医学研
究機構）

Cutting Edge Lecture２
体細胞融合ES細胞核からの染色体除去
多田　高
（京都大学・再生医科学研究所・幹細胞加工研究領
域）

＊本会議はどなたでも御参加いただけます。入場無料。

本領域では、造血幹細胞やES細胞を中心に蓄積され
てきた幹細胞に関する知見を基盤にして、幹細胞の未分
化性の維持機構、組織幹細胞の多様性と可塑性、さらに

平成18年度公開班会議のお知らせ

医科学研究所
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は細胞の初期化機構を解明することにより、組織幹細胞
の分化・自己複製の制御や各移植をせずに体細胞を初期
化する技術を確立し、自己の組織・臓器を用いた再生医
学の実現に向けて、幹細胞生物学という新しい学際的な
研究領域を確立することを目標としています。
多数の方々のご来聴をお待ちしております。研究室の

若手研究者、大学院生の方々もお誘い合わせの上、ご来
場いただけますようお願いします。
幹細胞研究の貴重な情報交換の場となるものと確信し

ております。

問い合わせ先：

領域代表者：中内啓光
事務担当：斎藤、石塚
東京大学医科学研究所ヒト疾患モデル研究センター
幹細胞治療（高次機能）研究分野
〒108-8639 東京都港区白金台４-６-１
TEL：03-5449-5331/FAX：03-5449-5451

Ｅ-mail：saito-m@ims.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/sct/stemcell

学内広報では、１月から３月の間に発行される各号に
おいて、今年度末をもって本学を退職される方々の最終
講義のお知らせを掲載します。

大学院工学系研究科・工学部

鎌田　元康　教授

（建築学専攻　建築環境学講座）
日時：２月28日（水）15：00～17：00

会場：工学部１号館15号教室
演題：「空気・水環境と建築設備」

長澤　泰　教授

（建築学専攻）
日時：３月９日（金）15：00～17：00

会場：工学部１号館15号教室
演題：「新しい建築計画への試み：地理的環境として

の建築」

藤原　毅夫　教授

（物理工学専攻・工業力学講座）
日時：２月28日（水）16：00～17：00

会場：工学部６号館２階63号講義室
演題：「固体電子構造理論について」

大学院理学系研究科・理学部

和達　三樹　教授

（物理学専攻）
日時：２月９日（金）16：30～18：00

会場：理学部１号館　小柴ホール
演題：「私の物性基礎論・統計力学

─研究者として、教育者として─」

大学院新領域創成科学研究科

大森　博雄　教授

（自然環境学専攻・自然環境構造学分野）
日時：３月16日（金）15：00～17：00

会場：柏キャンパス・
新領域創成科学研究科環境棟１階・ＦＳホール

演題：「自然環境学の課題と展望」

国際・産学共同研究センター

安田　浩　教授

（前国際・産学共同研究センター長）
日時：２月20日（火）15：30～17：20（受付開始15：00）
会場：工学部新２号館大講堂（213講義室）
演題：「画像によるイノベーションを目指す半世紀」
連絡先：last.lec@mpeg.rcast.u-tokyo.ac.jp

海洋研究所

石井　輝秋　助教授

（海洋底科学部門・海洋底テクトニクス分野）
日時：３月15日（木）13：00～14：00

会場：海洋研究所講堂
演題：「海洋底の岩石」

寺崎　誠　教授

（国際沿岸海洋研究センター・沿岸生態分野）
日時：３月15日（木）14：00～15：00

会場：海洋研究所講堂
演題：「私のプランクトン研究」

太田　秀　教授

（海洋生態系動態部門・底生生物分野）
日時：３月15日（木）15：30～16：30

会場：海洋研究所講堂
演題：「奈落曼荼羅紀行」

小池　勲夫　教授

（海洋化学部門・生元素動態分野）
日時：３月15日（木）16：30～17：30

退職教員の最終講義
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スターの版式調査結果概要」
「第一次世界大戦期の平版印刷表現」

◆会期：１月20日（土）～３月25日（日）
休館日：毎週月曜日
（但し２月12日開館、２月13日休館）
開館時間：10：00～18：00（入場は17：30まで）

◆場所：印刷博物館
ＪＲおよび地下鉄「飯田橋」より徒歩約13分
地下鉄有楽町線「江戸川橋」より徒歩約８分
「トッパン小石川ビル」内

◆入場料：一般800円、学生500円、中高生200円、
小学生以下無料

※20名以上の団体は各50円引き
※65歳以上の方は無料
※身体障害者手帳等お持ちの方とその付き添いの方は
無料

お問い合せ先：印刷博物館
TEL：03-5840-2300（代表）
印刷博物館ホームページ：

http://www.printing-museum.org/

会場：海洋研究所講堂
演題：「海洋における生元素循環と生物活動」

（海洋研究所では３月15日（木）に４名が海洋研究所講
堂にて最終講義を行います。）

印刷博物館・東京大学大学院情報学環共催

企画展示　モード・オブ・ザ・ウォー

東京大学大学院情報学環所蔵　第一次世界大戦期

プロパガンダ・ポスターコレクションより

◆企画展内容

20世紀がアメリカの世紀であり、メディアの世紀であ
り、そして何よりも戦争の世紀であったとするならば、
その出発点をなしたのは第一次世界大戦です。この戦争
において、アメリカのメディアはいかに戦争にかかわり、
どのように国民の意識を動員していったのでしょうか。

20世紀初頭、大衆に最も影響力あるメディアは、実は
ポスターでした。自分たちのアイデンティティや義務、
連帯を強調、喚起させるようなさまざまなイメージが
描かれています。また、この頃、印刷技術は絶頂期を迎
えており、19世紀の石版画の伝統と20世紀の工業印刷技
術が多様な融合をみることもできます。
この展覧会では、東京大学大学院情報学環が所蔵する

「第一次世界大戦期プロパガンダ・ポスター コレクショ
ン」の中から、アメリカで制作されたポスター約100点
を展示。現代の日本においては広く紹介されることのな
かったこの時代のポスターを、「社会」「イメージ」「技
術」の３つの視点でご紹介し、戦争と人びととの間に存
在したポスター・メディアの役割について考えます。

◆展覧会内容

第１部　第一次世界大戦とアメリカ

「戦争の世紀のはじまり　第一次世界大戦」
「戦争へ向かうアメリカ」
「動員される人びと」

第２部　描かれた戦争

「イメージのなかの戦争」
「アーティストのしごと」

第３部　東京大学情報学環所蔵の第一次世界大戦期

プロパガンダ・ポスターにみる印刷技術

「情報学環所蔵の第一次世界大戦期プロパガンダ・ポ

大学院情報学環・学際情報学府

印刷博物館・東京大学大学院情報学環共催
企画展示のお知らせ
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情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●会場：

本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
（定員12名　予約不要です。直接ご来場ください）

●コース概要：

＜テーマ別ガイダンス＞
１つのテーマに沿って、検索実習を交えながら解説し

ます。

■自宅から検索するには？（60分）
学内・学外を問わず利用できる無料公開のデータベー

ス・電子ジャーナルなどを紹介します。また、通常は学
内からのみ利用可能なデータベース・電子ジャーナルで
も、手続きをして学外から利用できるものがありますの
で、その方法を紹介します。
さらに、帰省先や海外で図書館を利用したい人向けに、

他大学等の図書館を利用する際の手続き・注意点を説明
します。春休み前におすすめのコースです。

■図書館の蔵書を検索するには？（60分）
学内および学外の図書館も含めて、図書館の膨大な蔵

書を活用するために、ネットでできる蔵書検索をマスタ
ーしましょう。
“東京大学OPAC”（蔵書目録データベース）の使い

方を中心に、図書館の蔵書を検索できるいろいろなデー
タベースを紹介します。

■日本の論文を探すには？（60分）
FELIX、CiNiiの使い方を中心に、日本の論文・雑誌

記事を検索できるデータベースを紹介します。
（※このコースは従来の「データベースユーザトレーニ
ング・FELIXとCiNiiコース」を発展・改編したもので
す。）

■電子ジャーナルを利用するには？（60分）
電子ジャーナルを利用すると、読みたい論文をネット

ですばやく入手できます。
電子ジャーナルにアクセスする方法や、代表的な出版

社の電子ジャーナルサイトを例にとって、実際の利用方
法を解説します。

＜データベースユーザトレーニング＞
特定のデータベースの使い方について、検索実習を交

えながら解説します。
■Web of Science（60分）
全分野の主要な学術雑誌（約8,800誌）に掲載された

論文のデータベースです。通常のキーワードによる検索
に加え、引用文献をキーにした検索も可能です。

●スケジュール：

●問い合わせ：

学術情報リテラシー係
TEL:03-5841-2649（内線:22649）
E-mail: literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

URL:

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

月 火 水 木 金

３/１ ３/２

13:30-14:30

自宅から検

索するに

は？

３/５ ３/６ ３/７ ３/８ ３/９

11:00-12:00

図書館の

蔵書を検索

するには？

３/12 ３/13 ３/14 ３/15 ３/16

11:00-12:00 15:00-16:00

日本の論文 電子ジャー

を探すに ナルを利用

は？ するには？

３/19 ３/20 ３/21 ３/22 ３/23

15:00-16:00

Web of

Science
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
大学院医学系研究科免疫学講座
TEL：03-5841-3373/FAX：03-5841-3450
http：//www.immunol.m.u-tokyo.ac.jp/seminar

東洋文化研究所　加納啓良
TEL：03-5841-5863/E-mail：hkano@ioc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/cgi-
bin/schedve.pl?ThuJan1818:09:002007

大学院教育学研究科・生涯学習基盤経営コース事務室
TEL：03-5841-3976
E-mail：shogai@p.u-tokyo.ac.jp

E-mail：sn20yrs@icrr.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/sn20yrs/

医学部・臨床講堂
（附属病院内食堂「カワナ」上）

赤門総合研究棟
地下1階第2演習室

弥生キャンパス弥生講堂
（一条ホール）

安田講堂

2月8日（木）
16:30～

2月13日（火）14:00～
（一般公開は15:00～）

2月17日（土）
13:00～

2月17日（土）
14:00～

（13:30開場）

分子病理学・免疫学　合同セミナー
「がん治療における新規標的分子；ケモカインレセプ
ターCCR4」

東文研セミナー
「米・砂糖・コーヒーから見た現代アジア経済史」

［東京大学創立130周年記念行事］公開シンポジウム
「知の構造化と図書館・博物館・美術館・文書館
－連携に果たす大学の役割」
※18ページ参照

超新星1987A 20周年記念講演会
－ニュートリノ天文学の誕生とこれから－

TEL：03-5449-5331／FAX：03-5449-5451
Ｅ-mail：saito-m@ims.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/sct/stemcell/

大学院新領域創成科学研究科物質系専攻和田研究室
E-mail：m-hatano@ams.k.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.k.u-tokyo.ac.jp/news/MRIsympo.pdf
東京大学ビジネスローセンター
TEL：03-5805-7298
FAX：03-5805-7143
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

東京大学21 COE機械システム・イノベーション事務室
TEL/FAX : 03-5841-7437

附属病院総務課総務企画チーム　庶務担当
TEL : 03-5800-8605
FAX : 03-5800-8725
E-mail : byoinsyomu@adm.h.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所
黒田明伸
E-mail：kuroda at ioc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/cgi-
bin/schedve.pl?MonJan1513:16:062007

医科学研究所　1号館講堂

医学部教育研究棟14階鉄門講堂

法学政治学系総合教育棟
（通称：法科大学院ガラス棟）

浅野キャンパス
武田先端知ビル　武田ホール

安田講堂

2日　山上会館002号室（地階）
3日　工学部8号館736号室（7
階）

2月19日（月）
13:00～
20日（火）
9:00～

2月20日（火）
9:15～

3月1日（木）
13:30～

3月1日（木）
2日（金）

3月2日（金）
14:00～

3月2日（金）
3日（土）

文部科学省　科学研究費補助金　特定領域研究
平成19年度公開班会議
「幹細胞の可塑性と未分化性維持機構」
※18～19ページ参照

シンポジウム「強磁場MRI －生命の可視化－」

第37回ビジネスローセンター公開講座
演題:未定
講師:小川洋（内閣官房知的財産戦略推進事務局長）

熱・流体・エネルギーシステム高度計算科学
国際シンポジウム

東京大学臨床展開研究シンポジウム
－ベンチからベッドサイドへ・そして社会へ－

ワークショップ「東アジア銭貨流通の再検討」

印刷博物館
TEL：03-5840-2300（代表）
印刷博物館ホームページ：
http://www.printing-museum.org/

印刷博物館

1月20日（土）
～3月25日（日）
休館日：毎週月曜日
（但し2月12日開館、
2月13日休館）
開館時間：
10:00～18:00

（入場は17:30まで）

印刷博物館・東京大学大学院情報学環　共催
企画展示　モード・オブ・ザ・ウォー
東京大学大学院情報学環所蔵　第一次世界大戦期
プロパガンダ・ポスターコレクションより
※20ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！
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前号の編集後記で先輩から「フレッシュな新人」と呼ばれていましたが、早いものであと２ヶ
月もすれば社会人２年生。後輩も入ってくるし、早く一人前の編集者にならなければ！とプレ
ッシャーを感じる今日この頃です。でも、たとえどんなに仕事に慣れたとしても、気持ちはい
つだってフレッシュなままでいたいですね。これからも新鮮な記事がつまった学内広報をみな
さんにお届けしますので、どうぞできたてをお楽しみください☆（あ）

◆ 表紙写真 ◆
創立130周年記念事業
シンボルマーク・キャラクター応募作品
（２ページに関連記事）

特集

22 EVENT LIST

02 創立130周年記念事業
シンボルマーク&キャラクター応募作品紹介

淡青評論
24 情報社会の現代

部局ニュース

NEWS

06 大学院教育学研究科・教育学部

留学生見学旅行報告

06 大学院教育学研究科・教育学部

学校高度化専攻のための教員と大学院生と
の打ち合わせ、附属学校で実施

07 大学院理学系研究科・理学部

第10回理学部公開講演会「時間の科学」
開催される

08 生物生産工学研究センター

シンポジウム「微生物力を活用したものつ
くりに向けて」開催される

08 大学院教育学研究科・教育学部

文楽鑑賞教室報告

09 大学院理学系研究科・理学部

日本人初の物理学教授・山川健次郎元東京
帝国大学総長の胸像贈呈式が行われる

09 大学院農学生命科学研究科・農学部

家畜病院を動物医療センターへ改称

10 大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で「新年会」開催される

シンポジウム・講演会

INFORMATION

18 大学院教育学研究科・教育学部
大学院人文社会系研究科・文学部
大学院情報学環・学際情報学府

公開シンポジウム開催のお知らせ

18 医科学研究所

平成18年度公開班会議のお知らせ

お知らせ
19 退職教員の最終講義

20 大学院情報学環・学際情報学府

印刷博物館・東京大学大学院情報学環共催
企画展示のお知らせ

21 情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

コラム
12 バリアフリーの現場から　第４回

13 さすてなTimes Vol.9

13 PCサプリ　Vol.2

14 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.10

15 Flags運動部紹介　No.28

16 龍岡門横丁噺　第11回

16 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第７回

17 コミュニケーションセンターだより　No.29

17 調達本部です　第22回

〔訂正〕
「学内広報」において、一部誤りがありましたので訂正
します。
関係者の皆様に深くお詫び申し上げます。

No.1350（2007.1.17）
２ページ下
東京大学創立130周年記念事業シンボルマーク受賞者名
誤：築紫　一夫さん
正：筑紫　一夫さん



生物のたいていの遺伝子はその機能が失われると個体の能力が低下する

ことが多いが、マウスを使った実験で、機能をダメにすると頭が良くなる

（記憶力が上がる）遺伝子が報告されている。人間でも、想像を絶する記憶

力を発揮したり天才的な芸術的才能を備えたサヴァン症候群とよばれる人

が稀にいる。映画「レインマン」のモデルとなっている実在の人物は、

9000冊もの本の文章を正確に覚えているという。モーツァルトもサヴァン

症候群だったとか。世の中、そんな驚異的に頭がいい人があふれていない

のは、頭が良すぎると生きるためにはむしろ不都合を生じるからであろう。

たとえば、昔の出来事よりも最近の出来事に重点をおいて行動した方がより実益的だとか危険を回避できる

確率が高いとかいうように。天才が短命なのはこのせいかも知れない。とすると、凡人は積極的に忘れるよ

うに敢えて頭が悪くなっていることになる。はたして頭がよろしくない我々が一角のことを成し遂げるには

どうしたらよいのだろうか。独創的な分野では意識を集中させることが大切であり、人は好きなことに熱中

したときにものごとを達成できることも経験的に知っている。

情報社会の現代において、どんな情報も自由に手に入る反面、あふれる情報に大事な限られた意識が奪わ

れがちになっている。ネットに繋がったコンピュータの前で仕事をしていると、押し寄せるメールの山と、

無限の広がりをみせるウェブ検索の海のなかで、主体的な思考が迷子になってしまうことがある。携帯電話

もしかり。少し前になるが、ロンドンの研究所で過ごしていた２年間は日本のメディアも含めて多くの情報

から遠ざかっていたが、大した不都合を感じなかった。逆に、その２年間に必要最小限の情報のもとにじっ

くり考え経験したことは、今でも研究の大きな糧として自分の中に息づいている。我々が超人的な記憶力や

情報処理能力を持ち合わせていないという現実において、ややもすると情報が過ぎたるは及ばざるがごとし

になってしまっていないだろうか。大学あるいは大学院のような専門教育の場でも、何を教え何を学びたい

かを明確に意識することの重要性を感じる。

渡邊　嘉典（分子細胞生物学研究所）

情報社会の現代

No. 1351 2007年1月31日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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